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南牛球の気象にり粉て（1）
　　　　　　　　　　　屯

　　　　　　　　　　　　飯田睦治郎＊　谷

　「1．ま1え：がき’
　南半球におげる観測資料は年々増加しているとはい

えゴまだ現在では北半球のものに比しその数は少く，現

在までになされた種々の研究においても，その観測資料

の不足から，単に推定に頼っている面も多々あり・その

成果も十分なものとはいいがたいが，1957年に行われる

南極の国際観測にあたけ，観測の任務につかれる方々プ

又，今後南極地方に漁業にいかれる方，そして・大気大

循環の模様を研究される方々にとっても，現在までに知

られた南半球の大気の流れの模様を知ることはあながち

無駄ではなく，重要な面も多くあると考えられるので，

一応ここにまとゆて報告する．しかし・本文では現在ま

でに，割合確からしいと思われているものについて歴史

をおって，又，北半球め状態と比較できるものは比較し

ながら論じていくが，幾分かは推定されている事項も入

っていることを御承知願いたい．なお，多くの論文のう

ちわが国に来ていないものがかなりあり，その点でこの

報告も不十分といえるが，それらが手に入り次第・てい

せいなり，附加してゆきたいと考えている．本文に入る

　　　　o　J
　　　■　　・、

　　、　　　　　．

　ハ

／’
｛

・
、
1

　・．・。謬’

　ノ．・一’」　　　　・、・
6・’』　　　魏　　　だ　‘’、
　ヤ　　ニヨニヌヨヨドロハ　　　ノ

　　髪　一章……箋　’
　瑳霧一蒙．，／・
　　　　　　アノ　　　　ゲ　　　ノコ
　　　　　満～1λ
　　　L　　　　∫’　　　，・

＼
￥
、、i1

醐て

1、

∫

　～
て、

＼　　．　ぞ．

鱈＼

ヘ
ヘ・．“

　・，、
』＼』！

　、．4　　　覧

宏　成＊＊

坑一ナ

．理、・

　、虫

。　上一　祉

㌧
、
鷺

前に南半球の気候上の性質などにづいてすこし述べる・

、と・まず・2・ρ00・000平方マイル以上の乾燥気候をも？

た地域となっているオーストラリヤの大部分の地域が韓－

燥空気の主な根源となっており，またト南極大陸および、

その周辺むご1年中の約100日・またはそれ以上の間氷点下

にあるという巨大な地域があることで，その面積は大

体，’18，000，000平方マイルと見積もられている．（第1

図Gentilli，J．1949）なお，1946年のMarkintosh，N

A．によると氷で掩われている地域の平均の北限位置は

第2図（2頁参照）のごとくなっている．’次に，南極大陸

自身の氷の模様について，1939年におけるドイツ南極探
一
検
隊 による資料よりHermanが作図したノ経度0。から・’

180cにわたる断面図を参考までに第3図（2頁参照）に

あげておく．
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　．2．両半球の一般的な比較

　南半球の個々の状態を論議する前にまず一般的な事柄

について両半球の状態を比較検討して見よう．

　1951年にPetterssenが指摘してv・るように大循環は、

本質的に定常的な低緯度循環，定常状態で渦度が輸送さ

れる高緯度循環，移動性高低気圧に支配されている中緯

度循環，、そこには低気圧性渦動はより高緯度方向に，高

気圧性渦動はより低緯度方向に向うような渦度の分離が
　　　ロ
起っている．これらの機構は，高緯度低圧帯および亜熱，

帯高圧帯の維持に寄与「している．このような関係は南半

球においても同じように成り立っていなければならない

はずだが，しかしこのような大循環の模様は地理的条件

により種々変化することは考えられる．なお，Petterssen

は北半球の山脈は渦度の発生の考えから，低気圧発生，

または，低気圧を強める地域であること・それと同じよ

うに陸上と海洋との間の温度差の境界を横ぎる渦度の輸

送は特定な地域においては高低気圧の発生頻度に影響ゑ

与える．すなわち，幾つかに分れた半永久的な亜寒帯低

圧部や低緯度の熱的低圧部は平均循環に現われた海陸分

布の影響であることを示した・Willelqま現在・南半球1・・

の状態の解析を正確なものにする目的で，“南北両半球の　’1
＊　予報研究室竹平町分室

1956年．2月一、

＊＊　中央気象台図書課
も

｛

一，｛『　　　特

　蘇

謹

　騰

。藩

鑛

　く 謎　，領

　礁
』麟

　．。嘩

／1・

　暁

　。集践

　ずハホ

　1葦

　5壕
　ゑ　』燕

一11ア

．轟

』灘

　・嚇



＞竜

護・

蔭』

藤・

暁，■

ダ
1』

監∫

監

ヒ
ヒ’

ド　》

、

二・、

ll，一

卜
卜
．

トし
ド　ヤ

霞
旨
1’

1一

『

泰
睡

54

6

　　　　　　t　7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　 一

　　　　　　　　　　　　ヤ南半球の・気象（飯田，谷）

．㌧ 50● 0． 50●

“㌧岬GqCε酬
’一・’”圭流…’

轍’欝．i難一弼・

匙
￥

’
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＿ 論

COMノε縦”Cξ

ア
蝋覗

7・総郵

」
奮

　　　ノ　　／

縁 　　　　　　　　　　　　　　”4し田
　　　　　　／威＾8
4　　　　，鬼

　　踏　㍉〆’

　　　甲　　　　　・

σ航砿熔

、～

る
　
　
『、

6σ

う ＼
、
、 燈

』

1
レ

ド嚇鍔
繋
．
ぴ

杓
，
醤
’
鯉
錘

豊
蹴籔’

篶
9 毒 ll　　　望

随
　　　輩灘
　　　獲　　　一　　■

、　・
↓
t

へ
、

　　　t、

、
、

、、

＼＼

2

4
㌃
　
そ ・

＼’

％　・4ノ

　／

　／　　　、
1
ノ
’

1
／

、、

一 一・一　一　一”一，輯　　　　　韓一

1δり●

1　馬
　　rσ

ノ
1・夢藩 甥　慧雛総

’＝　　　　…難灘鍵

　　　　　¶芸i．
　　蹴　’　　　霧
　　　　　－甦露観一’・・

　　　　　灘　　　　駿

、

ノ
¢　　　・．

9
ち
　O　　’

　9
　…　・

8

ダ

レ’ピ　啓・二瀞　 1竪叫ザ欝戚・．vで
　　　　　　．、・　，

、

り

匂ε胡幅1瞬藤ポ
　A　，　　“

＼、・

tし隔

。〆／鞭認懸
ノ　　　　　　　　　　　　　　　萎蝋
　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　：鱗　　義欝難麟撚
　　　　　　　　　　　　崩

第

150●

7ノ
／　　　！
■　　　　ノ！

奪

～》18αε

2 図

4

lCE

／

篇？
協1二

4脚．

、．、／z朔75y 泊0！ε

第

85。

3

80。

図

☆ている．以上のように南北両半球の比較は南半球の状

態の解明に役立つことが多いと考えられるので』本文で

はある程度比較しながら南半球について論じていく．

第 1 表

75● 70

循環を比較，論議しておる

ようで，その一部として19

49年の報告がある．すなわ
　　　　　　　　　　　　　　　》
ち，、WillettはSerraが

作った平均天気図を用いて

半球の平均気圧曲線から両

半球の偏西風，偏東風の強

さのindexを計算し第1表
　　　　　ヤ
の結果を出している．

　第1表中でMZWとは
中緯度における気圧曲線の一

極大勾配から計算した地衡

西風を示し，MSEは亜熱

帯の気圧曲線の極大勾配か

ら計算した地衡東風を示し

ている．．この表は明らかに

南半球における地上の平均　　　1

循環が北半球よりも強いこ　　‘

とを示している．また，’

　Gibbsは1953年に，M．1．

T．の資料とSerraめ南半

球の資料より第4図を得て

いる．これは両半球におけ　　’

る平均気圧曲線を比較した

もので，気圧曲線は両半球

．とも30度より低緯度でよく

似“ヒいるが，しかし，高緯、

度では各季節を通じ，南半

球の曲線は北半球の曲線よ

　りかなり離れている．この

差は，北半球における偏西　　　一

風中のじょう乱の大きな振

巾にすごしは影響されてい

るように思われると論じ☆

　3．高　　気　　圧

　まず，→般的に知られている事項から記述すると，南

半球の年平均天気図の重要な特徴は，3っの大きい半永

久的な高気圧が大洋上の中緯度に位置しており，第1の

　　　　　　　　　ものは東南太平洋のもので南アメリ．

カの西海岸から経度140。W附近まで

ひろがっており，第 2のものは南大

西洋上をほとんど完全に掩っておる

もので，第3のものは南印度洋のほ

ぼ中央に位置している．その他に，

背の高さはあまり高くないが南極大

陸上に存在する寒冷な高気圧と，こ

｛

M　Z　W
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イツ探検隊の報告に，より，1914年にMeinardusは転移

層が地上2km以上のところに存在．して，大陸内部では

ほとんど高気圧となっており，低圧部が存在している層’

ではRoss海，Weddel1海の東側に湿潤な空気がジそ

してこれらの西側には乾燥した寒気が北方に向って流れ一

出ていることを予測してお・り，大陸90。Eの海岸を40マ、

イルはなれたGaussで普通おこっている弦い東風はお

一剣の低圧部の通過によ？ておこっているものであると解・

釈し，極の高気圧に直接関係ないものと考えた．そして・

、，もし，極め高気圧からの吹出しによって強い東風とな㍉

るところがあるとするなら，大陸の内部にほんの少し存一・

在していればよいとしている．その後，1926年にHObbs，・

W．H．はとぎれとぎれの資料を統計的に調査し，極大

陸およびその周辺の循環模様の静的なモデルを組立て，

以前からの種々な報告結果をより確実なものにしてい

る．それによると，上層は吹込む風の成分をもった低圧

部より成立っており，下層の高気圧は大体極の近くにそ

の中心を位置し強い風を伴って等圧線を横切り放射状に

外側に冷たい空気を流し出す性質をもっている，と述べて・

いる．以上の模様が現在まで信じられて来ているように’

思われる．なお，ここに，私が昨年，1952年における南
　　　　　　　　　　ロ阿連邦気象局から出ている地上および上層の天気図から

寒気の流出について調査した結果をあげると，北半球同

様に，作用中心と考えられるアリューシャン低圧部に相

、当するものが3カ所存在し，それらの西側より寒気の流

出があることを見出したが，このこ・とについては，1947

年に、Highjumpの気象学者等は寒冷な極大陸空気の北

方への溢流はPalmer半島の東海岸における低気圧の後

面にそって起り、その後Wedde11海に移行した観測結

果を報告している．このよう』な事実は私の調査では北半一

球同様に考えて良いようであるが，その規模の大きさは
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　　　　第4図　両半球の平均気圧曲線
実線は北半球，点線は南半球　（a）冬（b）春（c）夏（d）秋

　れは，1955年のLamb，H．H．の報告によるものであ

　るが，3っの大洋上の高気圧よりはやや勢力の弱い高圧

　部がオーストラリヤ大陸附近に存在している．なお，．南

　半球における気圧系は北半球のものよりは一般的にその

　季節変化がはるかに小さいことが知られており，最近の

　Lamb，H，H．の調査によると，南極大陸またはその

　周辺では，3月から10月までは気圧系の毎日の変化，年

　変化は大きいという結果が報告されている．なお，ここ

　には参考として，1949年にL4mb，H，H．がBalaena

　探検隊の南半球天気図と，1946～7年における捕鯨船に

　よって得られた平均気圧の値をもとにして画いた年平均

・天気図を第5図にかかげておく1

　　つぎに南極大陸における高気圧について論議をすすめ

　る．現在では南極大陸の基礎となる循環模様は一般的に

　地表面上の高気圧とその上層にお』ける低圧部によって構

　成されていると仮定され，それらはあまり変化しないと

　考えられている．19世紀の終りまで気象学者は南極にお

　　　　　さ　ける気圧系は寒さのために生じた高気圧か・または・極

　を中心とした回転による赤道方向への過度な遠心力によ

　って生じた低圧部となっているか，その意見が一致しな

　かったが，20世紀の初めにおける探検で南方にいくにし

　たがって気圧の増加する60。Sの緯慶圏に沿う気圧の谷

・を発見した．また．1909年にShawは南極大陸にもし

　冷い高気圧が存在するならば，それは冷たい地面に影響

　されたう地表面だけの効果によって作られた高気圧であ

　ろうと記述しているが，その頃Hepworth・M・W・C・・

　Lockyer，W．J．S．等は連続的におこって》る巨大な

　海洋上の低気圧循環の周．りに作られた広い大陸高気圧で

　あると仮定しておった、一方，1902～4年に行われたド
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南半球。の

小さいように思われる．そして，必ずしも一様に同時に

3カ所から溢流するのではなく，ある時には1ヵ所ま

り・またある時には2カ所同時にというように変化が見

られることも北半球同様である．なお，南半球の3っの

低圧部の位置はかならずしも固定しているわけでなく，

多少その位置は年，月によって変化しているようであ
’
る
．
そ
し
て
こ の地域近辺では，中緯度に発生した前線波

　　ト　　
　　　　　

気象（飯由1谷）

働や低気圧が南東進して来七，極大陸をめぐる低圧帯ま

たほWaveと併合し，その勢力を「しばしば強める地域

にあたPているようである．一方，1954年に・・Rubin

MJ・とL・・n．H・V・1ま南半球のSyn・pt晦特徴や気1

圧系の季節的な循環模様を調査し，南半球における帯状

循環は南極気団が著しい溢流をする場合に，中または低

緯度にまでそれが達しようとすることをさまたげる役目
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1950年1月における南半球の高気圧中心位置分布

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第

をはたしているが，南極またはその近くに源をもつ極の

高気圧は，・時には帯状流を貫いて溢流し，亜熱帯高圧部

にまで達してこれを強めることもあると述べている．以

上のように南極域上の一般的な循環は，後に述べるよう

に70。Sより高緯度には低気圧の発生が見られず，寒冷

な極の高気圧が一般にダ側に向って運動しているようで

ある．㌦なお，この極大陸の高気圧については1942年に

SemとRatisbamaは冷い極高気圧は夏には大きく

て，その勢力は弱く，上層の低圧部は夏では，2km以上

4一

　　1949年7月における北半球の高気圧中心位置分布・

6　　　図

も

に見出され，冬には3km以上に見出されると報告しで’

いる，また最近ではU．S．，Navyの気象学者等による

1946～47年夏期の調査においては，南極の高気圧は割合、

北側に移っていて・2っのCe11に別れており，1つは

12。W，他の1っは145。Eに見出され，このような2っ

のCe11は永続性のある寒気の流出に相当していること

を提示している1なお，同年同期におけるイギリスの資・

料によりiLamb，H．H，』は1952年に，亜極低気圧、

（Subantarctic　low）が極近くに接近したり，到達する

”天気”3」，2

土サ

－＞

’
「

■



「

，ことを解折している．以上のように資料の増加するヒつ・

れ趣大陸上の高気圧の機構も単純なものではな心・ように

考えられる「し・気候の永年変化などによげ長午月の内に

縁さまざまな模様を示すのではないかと思われるが，前

記種々の調査結果が極大睦高気圧の平均の状態ではない

かと考えられており，それはまたしばしば南北に振動し

ているようである．．

　次に極大陸高気圧以外の高気圧について述べる．しか

し，ここで，局所的にある地域における高気圧の機巧や

性格を論議することは紙面にも限りがあるし，また，南

半球の大規模な空気の流れめ模様を目的とした本文には

必要以外は省略し，次め機会にゆずることにした．

　最近にいたり南半球全体の地上における循環の特徴を

詳細に調査したものにIGibbs（1953年）の報告力1ある．

以下Gibbsの研究を紹介する．Gibbsは両半球の苅照

および類似について調査している．彼は南北両半球にお

ける循環の類似なども観測網ち密な北半球から得た結果．

を南半球の研究に応用できる可能性があるならば・それ

によって予報法則なり機構等がより明確に研究されると

して，．両半球について冬期間と夏期における気圧系の解

　　　　　　　　　　　　　　　へ、折を行ったものである．資料は，北半球についてはアメ

リカ気象局から出ている北半球天気図を，南半球につい

・てはM．1．T．南半球プロジェクトの解折図を使用し，

北半球については1949年1月と7月，南半球については．

1949年7月と1950年1月のものを使用「した．第6図上最

には両半球の冬期の高気圧中心位置を示してある．北半

球では276，南半球では263点が描かれる．図を見てもわ’

かるように南半球においては，・非常に対称性があるが・

北半球では点の著しく集中している区域があることと，

一般的に対称性を欠いているこ。とが見られる．また第6

i図下段は真夏の月についてのもので北半球では249・南

　　　　　　　　　　　　　　半球では263の高気圧中
　　ユロ　　　　　ごトロ　　　　　もロ　　　　　もロ

　1≧。　1　・　　　　　一　　心位置が記入された．こ・
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　　高気匪頻度の緯度分布

．実線：弗半球　破線：南半球
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、

こも南半球の高気圧分布

は北半球の真冬の場合よ

りも緯度方向の集中がよ

り明瞭となっており，対

称性をもっている．集中’．

しているところは南アフ

リカ，南アメリカの西海

岸沖と幾分弱いがオース

トラリヤ西海岸にある．

このことは後章にのべる

Gentilliの気団分布図

と対比して考えると面白

いと思う．次にGibbs

は緯度による発生頻度変

化を調査し，第7図をあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨむ
　　　　・　・　　　　　　　　、．講
げている、．ここに示されている頻度は緯度5度間隔右』襟灘

単位面榔対する頻度とするため補正項Cgsφ一1一課じ謙

売ものを示してある」第7図ほ真冬期間における商半球i擦’

り緯度による高気圧分布にはかなりの相違があることを、》

示して“る．南半球の大多数は20。Sと409Sの間に存．

在し・鰍は約27。Sである・一方北半球の分布騨i、

度方向に広く分布しており極大は約47。Nにある．1まトー㌃1

た・真夏の高気年分布にも緯壌方向の分布の間には顕著三．ぞ

な差があることを示「している．南半球の大多数の中心ば㌃’，

．’真冬の高気圧の場合の如く・かなり狭い緯度圏内に存在i一

し・他方・北半球では35。Nから極にかけてかなり一様』

な分布を示している・南．　，』　⑳　、。5　”
　　　　　　　　　　　　　ゆわ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ半球ではシャープな極大。　　脚，　　　脚　Wi。，。，．
　　　　　　　　　　　　　　　ゆちロ　　　　　　　　　　　　　　　ラ　　
が35。S近辺にあり㍗北　　◎　　’田。

半球ではあまりシ衰』　’。。

プでない極大が42。Nと　　　　　　　　　　鞭。『
　　　　　　　　　　　　　　　　　　fO50　　　　　　　　　　　　　1、
80。N附近に存在してい　　。
　　　　　　　　　　　　　，一〇〇
る．なお，第8図は緯度に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞭e「
よる高気圧の中心示度の　　。　　　　　　　　　　　　　　　　’0角D　　　　　O30

　　　　　　　　　　　　ヤ変化の分布を解折したも　　ゆ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ1よ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1鷺mefので，等圧線間の垂直間

隔は，示された範囲内に　　。　　　　　　　　　　　　　　ZO　　　　4Q　・　　60　　　　90
　　　　　　　　　　　　　　　　ヒてし　ト　コおド　　　　　　　　　　　　　ロヤ

中心気圧をもつ高気圧の　　　　　第8図

百分率を示す，一方50％　　，緯度による高気厘中心

の軸上に得られる内挿さ・　示度の変化

豊

噸
　・礫薫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へれた気圧はその緯度における系の中央値を与える．それ

レヒよると両半球共に真夏の高気圧では中心気圧が大きぐ　海

変化しないが，冬期には北半球の高気圧の中心示度にか

なり変化があるのに対し，南半球では真夏同様に中心示

度には比較的小さな変化しか見．られないと述タてい為・

　次に南半球の移動性高気圧について調査したものに19

47年のKidson，E・の研究がある』これはオース、トラ　．陰

リヤから出された1912～13年にわたる毎日の天気図から　講

調査したものである・彼は移動性高気圧は上層大気また』ll

は大気全体の週期的な作用より生じ宅いるということを　．・琿

強調している。また移動性高気圧は大体経度にして45。．こ、ll

間隔で生「じる傾向を持つとも述べている．ただしこの年一・餐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をパ
はその移動速度力1普通より早く・平均速度は一日につき　織

8．8・で，例年よりも多，くの移動性高気圧の通過が観測さ・識
　　　　　　　　　ビ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ずむゐ
れ，その平均位置の緯度も例年よりは南に傾いて》たと’　磐

述べているので，普通はその数も速度もいくらかひくい　．1『1

と見れば大差ないと考えられる．　．　　　’　　　一　欝

　以上種々述ぺたように南半球における高気圧は北半球　。麟

のそれと剛と都てよいようであり・中緯度の高矩』漆

にしても・北半斑同様廟北に木目当な幅をもつ嘩動騰

b天気状態を支配しているようで蜘かつ晒南☆1
極鰍帯（antarCtiCC・nVergenC6ZOne）φ内に南鰍陸1。『ll箋

または中緯度から分翻た高気圧が入り・Lブ唐キングー、講

、』．』・1、、ド．，匠．』噸

1毒
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匿じ1　・一　　　　’
臨．、」現象等もおこしてお軌その性格は全く北半球のものと
麟ゴ同様に見て良いと考えられる．．　7、
1
．．・　　・　　．
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　　4．低気圧，前線帯

　　まず現在までに知られている一般的事項を述べると次
’
の
ご
と
く である．すなわち，北半球と同様に亜極圏にお

いては地表を緯度圏にそって連続して低圧部が西から東

に移動している．中緯度地方に発生した低気圧は南東方

向に移動し，．前記の低圧部に併合されて行くということ

で，大体低気圧の発生とその進路は大別すると以上の2

っに限ぎられているようである．そしてこの2っの低気

圧はその大きさや性格がかなりはっきりと異なっている
　ヒようである．中緯度に発生する低気圧は北半球における

温帯低気圧と同じ性質を持ち，その発生の模様ならび

に，その発達過程は大体北半球のものと大体似たような

傾向乏示し・最盛期の低気圧は非常に深く，風速も50米

以上に達することがしばしばのようである．以上のよう

に南半球も北半球もあまりその相異点はないようである

が・実際に天気図を作成レたり，予報には南北両半球の

海陸の分布状態が非常に違うので注意を要する．亜極圏

における緯度圏をめぐる低圧部の存在は1929年に早くも

Barlow・H．W．が見出だしその後あまり変化した論議

もない．一方前線帯については先ず平均的な模様とし

て・1942年にGentilli，J．の調査によった図を第9－図

に示す．それによると，前線帯は各高気圧細胞の南西の

端に近い気温傾度の急な地域にそって見出だされるとし

，ている．冬期にはそれらの前線帯は強ぐ，割合顕著であ

り・夏期においては冬期ほどシャープではないが大体冬

期と同じ位置附近にあると見てよく，その他ヒ緯度180・

よりオーストラリヤ，印度洋を横ぎり，南アフリカ南部

に達する赤道前線の存在が見られ，極大陸を取り巻く前

線帯は夏期には冬期のときよりやや低緯度に位置してい

そ．このGentilliの図にも見られるように平均的には

殉
．

連続した極前線帯が極大陸を取巻いて存在しているが，

毎日の天気図上ぞは必ずしも連続してはいないようであ

」・　．　」　6
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一ぐ曳
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ら

A

・　る．他の研究によってなされた報告には平均的にも連続
　・していないことを証拠立てているものもある．すなわち，’

　南半球の一般的な前線撒調査したものに，Haur壷itz　、

’互

＼＼

とAustin（1944年）の報告がある．それは，Highlump

の気象学者によって作られた地上天気図を解折し，1月

についてはWeddell海の北東域に，7月においては
Palmer半島の北西に南極前線を示し〆南極前線は必ずー

しも連続して極を取巻いてはいないことを述べている．、

そして，その型も一般には弓形となっていると論じ，ま

た南極前線は極附近に存在する偏東風と洋上における偏

西風の間にある収敏帯の平均の位置にあることを示し，

夏期においてはその半永久的な弓形はBellingshausen，

海とオーストラリヤ南部におけるicepack（氷でつつま

れている部分をいう）の端の地域に観測され，それは

65。Sにそって170εEから西にのぴており，北側の暖か．

い湿潤な空気と南側の寒冷な乾燥空気の相対的な勢力に

よって作られており，オマストラリヤ南部における弓型、

は普通ice　packの北50～150マイルの地域に存在し，

時には500マイル北に来ることもあり，また，非常に発1

達した北側の循環により極大陸域におしやられることも

あると論じ，その前線帯はそれ自身雪のシャワー1ine

で，その通過により風向は90。変化し，気温は普通2～

3。F，ときには5～7CF変化することを示している．

その他にMeinardus（1938），Coyle（1943）も以上の調』

査と同様な前線の性質を報告している．なお，中緯度の

前線帯の位置については，Palmer（1945）の報告があ

る．すなわち，南半球には主な前線系が3っ存在してお

り，第1のものは，Tahiti島の南部から南太平洋の準

定常的な亜熱帯高気圧の南部境界にそって南東方向に走．

っており，第2のものは南アアリカを大体緯度30。～40。

Sの間でよぎり南印度洋高気圧の極側を南東方向に伸び

ている．第3のものはPlata河の入口に横たわり，南大．

西洋を横ぎづて南アフリカの南部にまで伸びていると報．

告している．次にこれら前線の発生頻度を調査したもの一

に，1955年のLamb，IH．’H．と3fitton，G．P・による
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第9図　南半球における前線帯
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　　　　　　　　　　　　甫半球

1947年3唐についての報告がある、’それは・Balaena探

検隊によってなされた毎日の天気図をもとにして調査し

たもので，千日間に1万平方海里の域内に現われた前線

の数を表わ『したもので（第10図）∫千日問に250回ないし

300向以上ある地域は，Ross海域，Graham　land半島

西側および北西域に，．150回以上おこ，って炉る地域とし

一
て
は南アフリカ南部および東側域，、オーストラリヤ東部

および北側等にみられる．この図とG6ntilliによる第．

9図夏期の前線の分布模様と比較見当して見ると，大体

前線帯のそれぞれの対応が考えられ興味力1ある．

　次に低気圧の移動，発達等について述べる．Palmer

　（1945〉は南半球の循環の模様を調査レ次のご≧き結果

をあげている．すなわち，低気圧は3っの亜熱帯高気圧

の周りを南方に流れる熱帯気団と偏西風のPm気団の相

互影響によって大陸の東海岸をはなれた地域ヒ群をなし

て形ずくられ，こ，れらの低気圧は南東方向に移動し，最

初は一般的に中緯度高気圧の南辺をまわり，偏西風帯の

中に入って発達し，ρぎに閉塞して・最後には南極大陸

に近ずいて非常に発達したものとなると述べている．し

か「し，薯者が1952年南半球ρ夏期について調査した結果

では，ごれら新しぐ形成される低気圧は最初には前線上『

にわずかなWaveと「して形成され，偏酉風帯に入って

初めて円型を示すようである．また，南氷洋漁場に経験
　　　　　　　　　　’

／亀．

1956年2月

』お翼裟灘1落）・1』』零響．響il！響饗欝

　のある海上気象課4）甲島技官獄発生期における等圧綜ば㌧

　低気圧の中心のまわりに吹きこむような完全に閉じたも1

　のにはならないことがしばしばあり，このような場合に

　は極前線がはっきり現われな炉ことが多ぐ，そして温暖』

　前線や寒冷前線が存在しているのかジ無いのか，はっ

　きりしないこと々ミあると述べておる・なお・11947年の・，一

　HighjumPの気象家の報告によれば，中緯度における1』．

し
、
Waveは，大西洋，印度洋，オーストラリ々～ニュ［、

　ジーランド地域の前綜帯上で発達しな参ら形成されゼそ．．

　・れは，東ないし南東に進み極大陸周辺に近ずき閉塞す

　1る．ぞして・その進行速度は1月（夏期）では20～25オ，、

　ット，3月では35～45ノットであると解析して炉る．L・ま

　わ，南半球が工ow　in4exの期間に｝ま低気圧は極木陸ll；』

　接近し，その速度は停滞ぎみとなりl　R・ss海のice』ご

　「packの端にそう120。E近く1斑章ckenzle、海て60。E》

　の西の地域，およびWedde11海の東部地域が半永久的

　な低圧部となる．そして，反対にHigh　indexの状態の聴

　期間においては，これらの低気圧は断続的に停滞ぎみと

　・なるだけで進行をはじめると報告している．なお’・この

　　indexとの関係を調査したものに1954年のRubin，M．

　」：とLoon，H．V．の報告があるので簡単に紹介する．

　これは，南半球におけるSynopticな特徴や気圧系の特、

　性の季節的な変化を調べた時のもので，南半球におけ弓

　　　　　　　　　　　　　　’Hlgh　indexは南極大陸周

第10図　1947年3月kおける前線の頻度
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辺海域をとりまく強い偏西．，

　　　　　　　　　　　　　ロ　し　ロ風の広哺によって特徴ず匁、露

けられ，その期間には前線．」・、
　　　　　　　　　　　　　トロド
はほとんど低緯度に位置．饗

一し1その前線上に形成され

たWaveはしばしば極側一隷
では完全でないが低気圧性，r二、薬
　　　　　　　　　　　　・＼’隻
循環を伴って急速に移動す　i灘

る・．・そして・，Highから’1＞磁

Low　indexへの変化は極．’・．縷

　　　　　　　　　　　　　　ま・大偏西風帯が緯度が土るに．恐．

つれて見られ』循環が完全　鴎
に中絶して細胞構造になる’、、擁

　　　　　　　　　　　　　　タというより、も著しいトラフ．堂叢

とリッジが作られる．偏西，1、璽

風帯は常にその連続性を維暑、1

　　　　　　　　　　　’㌦曝持しようとしている．冬の
循環はHigh．ind¢x備藻・』ll3

」に便は比較的にLOW． 礫
．indexの循環になる傾向、．・．曳

欄ことを述べ蘇△麹

以上の事柄は前記Highju』1・輔
mpの気象学纏告と共講
　　　　　　　　　　　　　1溺に十分うなずけるこどで，’　『審

　　　　　　　　　　　いし　てレノぎ
一　　1　，　　　　7，』込講

△』』調
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　　　1949年7月における北半球の低気圧中心位置分布

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第・　　11

大体北半球と，同様に考えて良》・ようである．一方，・極

周辺の流れの模様については，まず，1947年における ’

　Highjumpの気象学者の報告参ある，それによると，－

前線波はR・ssと一Bellingshauもen・海の西側¢）南極前1

線上で形ずくられて東方に移動し，閉塞し，’しぽしば北

』西方向から接近して来た深い低気圧と併合し発達する．・

・また・、ある南極前線陸Weye．は’B箏11eny島近くで消

えることもあり，一その他のものはRoss海にお“て南東

方に曲がり・さらに進んで消えると述べ宅いる．しか．

し，Wave砂形ずくられる地域にしても，消減する地

域にしても・その年月1；よって多少豪化岱あるζとほ考

えられることであるが，北半球のようには複雑な場合が

あまりないようである．なお，1949年にRubinは1947

～43年にわたる，ノルクェイ，イギ、リス，スウェーデン

の探検隊による資料より，前記Highjumpの気象学者

の輯告と大差ない調査結果をあげているが・その解祈の

8

1950年1月に諮ける南半琿φ低気圧中心位置分布

　　　図　　　　『　，』

中で高緯度¢〉無気圧の移動速度は1日約60マイルの速ざ

を見出している・その他・近年におV・て，．Gibbs（19』

52）・．y・winck¢1（1σ53）’峨告力覇2い・ずれ揃

記した事煽と大差ないのさこごにはその結論のみを参考

のために列記レておく、．

　Gibbsのオーストラリヤ附近での調査による結論．

lL中緯度の高気圧は普通規則的に東進する性質を持っ．

a高緯度匿おける寒冷な高気牢は一艀的に北東に動き・∫

　温暖型となる．．　1．

3・南氷洋の発達した低気圧は多くの場含南緯40度より・

　　砥襟に魔し・、前線厳動ま総非前雛低気
　・庄（N6n－fro批al　depressio遡）を形成する．零

生南緯40度より低緯度ではジこ’れらの低気圧はその移

　動方向をかなり変えるが・高緯度に昂る低気圧は多・

　　くの揚合南東か東方向である．‘

　Vowincke1（工953）の南半球の低気年経路と発生地域1

v ”天気”3．2

と
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を調査したとぎめ結論（これは経緯度5。おきの1力唐

間の頻度を分析して統計した結果である）．

　1・南アメリカ大陸の影響の1ある部分は西部で非常に発

　　一生が少く，北部で増大している．

　2・アフリカ』．オーストラリヤでは一様に発生がみられ

　　る．

　3・北半球より鱒様で・経路はどこでもほぼ並行してお

　　り・一南マ東に移行し・亜南極低気圧に消えてゆく．．

　㌦4・オーズトラリヤでは南の成分がっよい．

　次に低気圧にっいても高気圧の場合と同様に南北両半

球の状態を比較し類似等を見ることは一応興味のある問

題なので・再び1953年のGibbsの報告によって低気圧

の項を述べる．第11図上段には南北両半球の冬期間にお

ける低気圧の位置を示してある．北半球では327，南半

球では344個現われて炉る．、この2っの図を比較検討し

て見ると・南半球は極レ；対してその中心位置は対称的に

分布してお砺北半球では非常に密集している地域があ

るが・．南半球では緯度方向に割合関係なく分布してい，

る♪さらに，南半球では南アメリカの東海岸からと，オ

ーストラリヤと南アメリカの南部の海岸線の附近および

南太平洋中部に比較的はっきりした低気圧経路があるよ

うに思われる．また，一つの著しい特徴は北半球におけ

る分布と非常に相違して70。＄より高緯度には低気圧の

発生が見られないことである．　（ただし，高気圧の項で

　べたごとく・亜極圏の低気圧が極近くに接近したり，

到達することはあるようである）．夏期においては，北

半球については461，南半球については368点を・図中に記

入されている．（第11図下段）両半球の対照にっ炉ては，

南半球の低気圧分布がやはり北半球よりもはるかに対称

的である．しかし，この場合南半球は60◎S附近に帯状

となって密集しており・熱的な低圧部の発生域の集中は

緯度20度附近のオ｝ストラリヤ，南アフリカ，南アメリ

カにあって，それより幾分低緯度にほ偏東風波動型の低

気圧が印度洋と太平洋に認められる．北半球では，低緯

度の熱的低圧部は北アメリカ，アフリカ，アラビヤ，印

度おホび印度支那に現われてヤ｛て，また，．西太平洋に熱

帯循環が存在する若干の証拠がある．緯度による発生頻

壌変化の量的な図は第12図である．商半球の冬期の曲線

は大体似ているようであり・，両半球ともに小さい極大が

・緯度38。附近に，そして大きな極大が高緯度に現われて

いる．高緯度の極大は南半球では57。附近に，北半球で

は650附近に起っている．また，夏の低気圧頻度分布は

両半球ともに幾分似ているように見えるが，主な相違は

爵半球では2っの極大が約55。と73。N・にあるが，南半

球では一つの極大が6与。S附近にあることである．なお，

；の他に・南半球の低気圧の頻度分布を調査したもの

に，1955年のLamb，H．H．と．Britton，G．P．『の調

査があるが・・以上に述べたことと重複するので，図をか

1956年2月
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　　　一第　12・・図’　・　㌧　　第・14　図・
　低気圧頻度の緯度分布　　、緯度による無気庄中む示，『
　実線：北半球　破線：南半球　度の変化　・ 　　～二鴇ト

かげるだけに止ゆる（第13函）．図は1947年1月かぢ4一

月・1948年3・4月の全期間中における低気圧発生頻度分．

布をまとめたもので，南阿連邦気象局から出されている．

『1951年1月～1953年11月までの天気図により各月におけ

極大陸高気圧の中心位置をも記入レてある．図中のるイ’．

ソプレットほ10万平方海里の地域内に中心をもつた低気

圧の発生頻度を示したもので，矢印をもつて低気圧の運

．動方向を示してある．次にGibbsによる低気圧の中
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　　第13図　低気圧発生頻度分布と低気圧の移動方向

、心示度とその緯度による変化の分布を解析したものを・

第14図啄してある．高矩の搬と同様｝こ・等礁商1

の垂直間隔は示された範囲内に中心気圧をもつ低気年の・

百分率を示す．分布は両半球とも非常に類似していて・，、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ冬期の最小中央値は最大頻度の緯度で起っており，冬期・

には南北両半球の低気圧の中心示度は匹敵するように思

われる．‘それ故に個々の渦動は冬期においては両半球で

同様な強さの循環を持っ七いることが推論される．夏期ψ

においては・その分布は類似してなく・高緯度の個々のL瀦i

渦動は北半球におけるよりも南半球の：左が湊なり強》）循・灘

環をもっていることを示している、（未完）
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